
点数 各項⽬20点満点

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員A 16 18 17 16 15 82 独特の雰囲気がある怪談。葬儀屋の体験談という切り⼝が⾯⽩く、斬新な
話だった。意味はぼかされてはいるものの、なんとなくわかるようになっ
ているのもいい。タイトルからも推察することが可能だろう。ただ、途中
のiphoneのシーンは、ギャグなのかシリアスなのか、判断に困った。全体
の流れからして、シリアスとして捉えたが、「Hey Siri」でクスッと笑って
しまったので、「怖さ」「ユーモア」どちらの点数も上げることができな
かった。統⼀したほうがよかったかもしれない。

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員B 13 12 14 12 13 64 死んだ⼈にまで呪いをかけるみたいなことをする必要があるのかなと疑問
に思いました。恨みが薄れることなく死してもなお、死⼈にぶつけるのは
愚かな⾏為だと思いました。その結果かわかりませんが倒産して亡くなる
ことになるのを覚悟してやったのなら、誰にも⽌める権利はないのかなと
も思いました。なんか考えさせられる話でした。

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員C 16 17 17 16 18 84 怪談としての完成度が⾼く、読み応えのある作品でした。遺族の不気味な
表現が特に好きでした。お弁当で⾷べていた⾁とご遺体の体は繋がってい
たということなのでしょうが、遺族の怨念の深さを感じました。後からじ
わりと来る怖さを持つ作品でした。

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員D 16 12 18 18 17 81 謎の⼀族とほんの数時間過ごしただけなのに、こんな恐怖体験は嫌すぎま
すね…⽣前の故⼈にかなり⼤きな恨みを抱いているのは間違いありません
が、なぜこのような⾏動をとっているのか謎すぎます。さらに、謎の男も登
場してどうやって終わるのか全く想像できませんでした。これは「理解で
きなくていい」怪談。ただただ不気味さを味わえれば良いと思いました。
漢数字ではなく算⽤数字を、余程難解な単語以外は括弧書きのルビは不要
です。読むテンポが悪くなります。何かしら意図があったのであれば申し訳
ありませんが私には蛇⾜に感じました。

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員E 17 18 19 18 19 91 対象者が亡くなった後でも呪いは発動できるってこと？なんか斬新な感
じ。参列者全員で仕掛けた呪詛、なかなか興味深いなと思いながら読んで
いたけれど最後に失敗してしまったのかしら？葬儀社の⽅は運悪く、と
ばっちりを受けてしまったのが何とも⾔えない。⼀⼈でこの状況をどうに
かしようと、あたふたしている様⼦は⾯⽩い。携帯電話の妙な反応はある
ことなので、こうなってしまうと、もう操作でどうにかなるものじゃないと
共感してしまいました。斎場の⼿順などをうまく話の流れに盛り込んで違
和感もなく、こんな葬儀もあるかもしれないと思わせてくれた。それと
iPhoneは弁償してもらっても使いたくないかもね。

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員F 16 16 17 17 16 82 怖いというよりも、不思議な感覚のお話でした。葬儀場や⽕葬場での不思
議な話というのは結構あるのでしょうが、ちょっと異質な故⼈と奇妙な遺
族達。故⼈が亡くなってくれて良かった、とばかりにニコニコ笑顔を⾒せ
る遺族達。⽕葬場でそんな光景を⾒たら、違和感しかないだろう。そして、
副葬品としてタラバガニと伊勢エビを棺に⼊れたコーディネーターを名乗
る⼈物。故⼈は〝私〟のiPhoneを通じて遺族に最後の恨みの⾔葉を訴えた
かったのでしょうが、〝私〟にしてみたら、とんだとばっちりですね。お
弁当にTボーンステーキというのも奇妙ですが、そのステーキの⾻を囓る⾏
為は、結果、故⼈の⾻を囓っていた事になるのでしょうか。⾊々と謎が多
く、考察好きの⼈には⾯⽩いお話かもしれませんね。

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員G 18 18 18 16 18 88 とても気味の悪い、いいお話でした。地獄送りにする作法なのか、それと
も違うのか、輪廻の輪から消し去るものなのか、⾊んな考察ができるとい
う意味で幅の広さを感じさせます。コーディネーターと名乗った男はどうい
うものなのか、⾒⽤によっては悪魔の類みたいだなと考えました。その後
の遺族が不幸に⾒舞われていることを考えると、⼀族総出で呪っているこ
の儀式がとてつもない⼒を放っているのでしょう。そんな事を死んでまで
される故⼈は何をしでかしたのか…。物語で多くを語らず、しかし不明瞭に
なりすぎないこのバランスは絶妙だなと思いました。あと、蟹と伊勢海⽼
を⼊れて焼くってなんか美味しそうな匂いが⾻からしそうですね。

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員H 13 13 16 14 15 71 なかなか評価に迷う作品でした。怖さ、怪奇は確かに起きてるんですが、
それよりも不可解さの⽅が前⾯に出ている為、何だこれは？というのが正
直な所です。鋭さ、親族達の奇妙な⾏動などの描き⽅が気持ち悪さを強調し
すぎている気がします。もっと削ぎ落とした簡潔な表現でも良かったかもし
れません。新しさ、iPhoneの中に現れた死者の怨念と残された遺族の積年
の怨みの対峙。それもお⾻上げの場で。斬新ですね。ユーモアさ、いつも通
りに仕事をこなそうとしていた主⼈公が唐突に奇怪な出来事に巻き込ま
れ、⼾惑い恐れ慄く様は失礼かも知れませんが笑えました。怖さ故の可笑
しみと⾔いますか。意外さ、謎の男性、が仕掛けたものかと思いました
が、違いましたねー。正体も謎のまま。何者だったのかな？あとは、ラス
ト、資産家⼀族の末路ですかね。⼈を呪わば、、というやつでしょうが、葬
儀の場では死⼈の怨みの念に勝ったのかと思ってました。呪い返し。結
局、逃れることは出来なかったんですね。

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員I 14 13 12 10 12 61 そんな⽕葬の状況はめちゃくちゃ怖いし、そんなことがあったらトラウマ
でやっぱり辞めちゃいますよね。次にまた例の男にあってしまったらと。
死んでまで恨まれてしまうって、どんなことをやらかしたのか気になりま
す。飲んだ⽔晶。まだ恨みきっていないのに、なぜ浄化を先にしたのか？浄
化することで故⼈の⾻を嚙むことができたのか？？最後は呪い返しにあった
のでしょうが。そんな恨まれないように⽣きようと思います

407 ⽣霊が死霊を⾷らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろし） ⼀般審査員J 18 17 18 18 18 89 ⾮常に恐ろしい話であったが、主⼈公のアイフォンが燃やされたのが最難
だったと思いつつ、唯⼀怖さとシュールさがあった。
そもそも故⼈は、何をして、そんなに恨みを買ってしまったのかが、⾮常に
気になり、そこまでして、恨みを晴らす遺族がとても印象的だった。
しかしながら、最後に遺族も不幸な結末になってしまったのは、因果応報
を感じさせられた

合計 157 154 166 155 161 793

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員A 19 18 18 15 19 89 コワッ！ 怖いって！ 怪談の中の怪談。ザ・怪談の称号を授与します。正
直⾔ってプロレベルだと思った。最初利彦が悪い奴だと思ってたから、展
開にも意外性があって⾯⽩かった。最後の⽅はちょっと悲しい余韻があっ
たりして、それもなんかよかった！ お⺟さんも苦労してたんだね。なんに
せよ、「怪談」としての完成度は⾮常に⾼く、とても⾯⽩かった。ただ、
怪談らしい怪談ではあるんだけど、もうあと⼀要素「品格」が加われば完
璧です。「品格」についてはこれまでの書評で繰り返し述べてきました。

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員B 14 13 12 11 13 63 なんとも気持ちが悪い話ですね。ただのストーカーの死霊か⽣霊が取り憑
いたのか。もしくは本当に⽗親なのかはわかりませんでしたが義理の⽗親
に取り憑くのはよくわかりませんでした。⾃分の好きな⼥性の旦那になる
男に取り憑こうとは思わないでしょうし、そこだけは不思議でした。

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員C 16 19 18 16 16 85 ⼈⾯瘡怖いでね…。⼈⾯瘡の⾔動からは⼀⾒して秀男さんに対して愛情が
有るように思わせるものですが、⼀⽅で、明らかに体に現れた部位に不幸を
呼び寄せているところから愛情ではなく執着なのだと気づかされる。⼈⾯
瘡は嘘を⾔っていないとすると秀男さんの本当の⽗親は……、という考察
もできますね。突然、秀男さんの左腕が⾶んでしまったのは展開が早すぎ
たかなと感じました。

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員D 18 17 19 18 19 91 とても怖かったです…読みながら秀男さんに完全に感情移⼊してしまい⼈
⾯瘡を受け⼊れそうになってしまいました。ただ、声を出していても秀男
さん以外に声が聞こえていないのであれば⼈⾯瘡ではなく、そこに憑りつ
いただけの存在なのかもわからないところがこの話の不気味さを増してい
ると思います。そして、義⽗に対するどうしようもなく申し訳ない気持ち
と、遅ればせながら感謝する気持ちが描かれていて切ない気持ちで終わる
のもとても良かったです。⼈間のどろどろとした醜い部分との対⽐がとても
好きです。

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員E 17 17 17 15 17 83 なんとなく顔の男が本当の⽗親ではないのかな？と思えた。だとしても⺟
親や⼦どもに危害を加えるのはどういう気持ちなのか掴めない。利彦さん
は幸せだったのか不幸だったのか難しいところだ。また、いきなり⾒知ら
ぬ男を連れてきて「あんたの新しいお⽗さんだからね」と⾔われ、それを
受け⼊れなくてはならない息⼦の葛藤が伝わって⼤変だなと思った。⼀連
の出来事は写真のせいで起きたことなのだろうか疑問に思う。⼦どもの様
⼦も良く知っていたようだし秀男の中に住み続けているなんて事はないだ
ろうか。終りがはっきりしているようで続くようでという微妙な怖さと気
持ち悪さを感じた。

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員F 16 15 18 17 16 82 このお話もなかなか、あまりこれまでに読んだり聞いたりしていない感じ
の、オリジナリティを感じるお話でした。突然出来た義⽗とうまく馴染め
ないのはよくある事として、その本当の理由が背中に顔があったから、とい
うのは驚きだし、実際にそんなものを⽬にしてしまったら怖いに違いな
い。ところが、その義⽗の背中に浮かび上がった男の顔が「俺が本当のお
⽗さんだ」と秀男さんに⾔う。怪しさしか感じないけれど、本当の⽗親の
顔を知らない秀男さんは、最初こそ疑いを持っていたけれど、義⽗の利彦
さんの死後、今度は⾃分の左⼿のひらに移った男の顔の⾔葉を信じ込み、
本当の⽗親だと思ってしまったのは致し⽅のない事かもしれない。その顔
によって引き起こされた霊障なのか、義⽗も秀男さん⾃⾝も事故に遭い、
義⽗に⾄っては命まで失う事になってしまった訳だけれど、顔の男は本当
に⺟親につきまとっていたおじさんストーカーだったのでしょうか？私の想
像は秀男さんが抱いた疑念と同じものだろうか。⽂⾯の中で、⼀カ所、突然
重複した⼀⽂が⼊っていて⽂が変な感じになっている部分がありました。
投稿される前に再度確認されるといいと思います。

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員G 19 17 18 18 18 90 実に重たい、嫌な話でした。⼈の執着って呪いになりやすいって聞きます
からね、そういうことなのでしょう。秀男さんの出⽣についても、薄暗い
ものを感じてしまいます。あえて⾔及しない終わり⽅によって⾊々想像して
しまうけれど、その想像が全部嫌な想像になるのがまた後味が悪いという
か。背中に出た⼤きな顔と対峙した時の恐怖や緊張感に、読んでいるこち
らも緊張してしまいました。しかも喋るというのがより気持ち悪い。⽗と
いう存在を夢⾒ている少年の⼼を踏みにじるところもまた⼼が痛みます
し、男の執念がみせる醜悪さが際⽴ちます。全体的に陰のあるお話で、読後
にお話しの印象が強く残りました。

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員H 17 16 16 15 16 80 なかなか攻めた内容の意欲作でした。怖さ、秀男が利彦に感じた違和感の
正体が分かるまでの過程や、ソレが喋り出す事態、そしてその正体。気持ち
悪く怖かったです。鋭さ、利彦が⾒た⽬は兎も⾓純粋に秀男と仲良くしてい
るのか、それとも腹に⼀物抱えているのかなかなか測りかねる序盤から中
盤にかけての通奏低⾳みたいな不気味さ、銭湯での出来事。鋭さ、表れて
いると思います。新しさ、結局利彦の背中の顔の正体が昔⺟親にストーカー
していた男であったという結末。いや、何で？息⼦である秀男や、利彦の背
中に張り付くのか？この男は既に死んでいるのか？⽣きているのか？それも
不明。わからない事だらけですが、分からないままに終わらせる点が良い
ような気もします。ユーモアさ、不器⽤ながらも義理の息⼦と仲良くなろう
とする利彦や、それに応えてあげたいけど背中の違和感のせいもあって中々
出来ない秀男。ここは⼈間臭くて良いなと感じます。顔だけの男は厭怖なん
ですが、⾮常に執着が強すぎてある意味笑える存在です。意外さ、背中の男
が実の⽗親では無かった。と⾔いながらも、末⽂での仄めかし。どう受け
取れば？アレコレと考察出来て、これはこれでアリですかね。

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員I 12 12 12 10 11 57 怖いというより切なかった。⼀⽣懸命、距離を縮めようと頑張っていて、男
同⼠でお⾵呂にいけて幸せだっただろうに、顔に殺されてしまって。。。お⺟
さんは左胸に現れたから、左胸をなくし、左⼿に現れたから左⼿をなくし
た。背中に現れたのに、なぜ命が奪われたのか？背中を奪うことができない
から存在を消したのか？お⺟さんのそばに男がいるのが許せなくて背中に現
れ殺したのか？なぞですね

416 義⽗の背中 かわしマン ⼀般審査員J 15 15 15 13 14 72 つきまとっているものの正体がはっきりしているが、なぜ、こんな事になっ
ているのかはっきりしないところが、とても気持ち悪いと思った。
ついている箇所に異常事態が起こり、不幸なことがおきることもとても後
味が悪い話だったと思う。

合計 163 159 163 148 159 792

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員A 15 18 17 17 18 85 構成がしっかりしており、語りもわかりやすい。最初はチープだと思いな
がら読んでいたが、だんだんと秘密が明かされるにつれて、王道の展開が逆
に新鮮だと思った。最後のひとひねりについても、全体の雰囲気・構成を
まったく損ねておらず、とても読後感がよいものとなっている。ただ、感情
を揺さぶるようなものはとくになく、⼀年後も覚えている怪談かと⾔われ
れば、半年すら怪しい。IFの展開を⾊々と妄想してみてください。さらなる
「感動」を期待しています。

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員B 12 11 10 10 13 56 古い⺠家にまつわる悲惨な出来事が怪談になったのかと思ったら爺さんが
⽣前に書いた⼩説を擬似体験していたみたいな終わり⽅でびっくりしまし
た。なんで？って感じで微妙に終わったのでモヤモヤしました。

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員C 16 16 16 16 18 82 どこまでが⼩説の内容なのか…最後の展開が印象的な作品でした。祖⽗の
⽵中正さんの引っ越した⽬的は、家を訪れた2⼈組にこの話を体験させるこ
とだったのか？それとも引っ越してから、そうすることに決めたのか…。考
察しがいのある作品でした。とても⾯⽩かったです。

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員D 16 18 17 17 17 85 オチが⾒事でした。怖いけれど続きが気になって読んでしまう、という流
れが個⼈的にとても好きです。その家に起きた悲劇は解明されつつ、それを
踏まえて何故…と謎が残る終わり⽅がとても良かったです。頼もしい叔⽗様
もいい存在感を出してくれていて、余計なことを考えず、この作品の世界観
を楽しめました。

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員E 17 18 18 19 19 91 すごく⾯⽩く読み進められた。伯⽗と貴史の息の合ったコンビネーション
が全体的に感じられた。遺品の整理でたまたまこの⼆⼈で来ることになっ
たこと、⽔のない池、隠れていた⽯牢、⼩さな居酒屋で気になる⼀⾔を残
して帰った客などの仕掛けが明かされ、それが呼び⽔となって話に⼊り込
みやすかった。⾞で⾜⽌めを⾷らう場⾯にいい感じで登場する倉⽥がまさ
かの・・・こちらもえっ？となった。そうかと思っているとこへ最後に畳み
かけるように『宵待草』とは・・・でも、本当に⼩説なのか、なぜこの家
を購⼊したのかは謎のまま。
まったく⽵中正さんお疲れ様でした、ですよ。

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員F 16 14 14 14 18 76 お話の展開としては、まあ、あるあるなパターンでしたが、⾯⽩く読ませ
ていただきました。⽯牢に閉じ込められた⼥の⼦とその⺟親のエピソード
は悲しいものがありますね。貴史と叔⽗さんが全⾝ずぶ濡れの⼥を⽬撃す
るまでの過程がちょっと急展開過ぎるような気もして、それまでにもう少し
匂わせ的なものがあっても良かったかな、と思いました。居酒屋で声をか
けてきた⼈は、後々また話に関わって来るんだろうな、と思いましたが、
やはり、でしたね。でも、その倉⽥と名乗る⼈物はスッと姿を消した―。
という事は⽣きている⼈ではなかった！というのは意外な展開でした。そ
して、更に最後、この話の貴史と叔⽗さんが体験したこれまでの出来事⾃体
が祖⽗が考えた⼩説だった、というのも意外でした。

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員G 15 16 18 20 17 86 良い意味で⽇本の怪談らしい感じで、初めて読んだお話なのに少し懐かしさ
を感じるような。頼れる年⻑者と若者のバディというのは定番ではありま
すが、年⻑者がなんでも知っているというお決まりのパターンとは違って
いるところは良いなと思いました。⼆⼈で不可思議なことに飲まれてい
く、その不安感が読み⼿にも伝わっていくようでした。そして最後に出て
くる倉⽥さん、恐らくもう亡くなっている⽅でしょう。おそらく現世の⽅
ではないということの表現がとても粋だなと思いました。現代のお話であ
りつつ、どこか古典怪談のようなものも感じられるということで、ユーモア
加点を多めにしてあります。

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員H 19 19 19 17 18 92 読み終わって思わずうーん、と唸りました。説話集を読んだような不思議
な感覚です。怖さ、先ず遺品整理に赴いた祖⽗の家。永年住み慣れた元の家
を⼿放してまで、⼤きな⽇本家屋のお屋敷を購⼊している。既にこの時点で
不可解ですが、叔⽗と⼆⼈で寄った居酒屋の客から妙な事を⾔われる始
末。フラグ⽴ちまくりですが、四つん這いの⼥の登場で怖さMAX。これは
怖い！鋭さ、変に恐怖を煽る表現にせずに主⼈公と叔⽗に襲いかかる脅威
を端的に表現していて、好きですね。切れ味かなり鋭め。新しさ、⽯牢、宵
待草、これらの意味する所が切ないです。⼥の存在が恐怖から憐憫に変化す
るのも、持って⾏き⽅が上⼿いなと思います。何より、ラスト！かなり驚き
ました。その結末は、全く想像してなかったので。ユーモアさ、何と⾔う
か、主⼈公も叔⽗もちゃんと怖がっているんだけど、どこか冷静さもある
点。倉⽥という男の存在。いや、誰だよ！と思いつつも終盤の盛り上がりに
良いスパイスになっている気がします。意外さ、これはダントツでお祖⽗さ
んの残したノートです。ある種の予⾔なのか、夢想が過ぎるが故に息⼦や孫
にまで影響したのか。いずれにせよ、この後ノートを処分してしまわない
限りはこの怪異は⽌まないのでは...？とも感じました。話の締め⽅が秀逸で
す。

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員I 12 11 12 11 14 60 おじいさんの⼩説が予⾔のようになっていたと最後の展開が⾯⽩かった。
とある⼆⼈は誰が当てはまるかはわからないが、おじいさんが書いた話の
ようになってしまう。そのためにほかの住⼈も恐怖体験をさせられている
という。ちょっと⼈騒がせな（笑）

405 宵待草 よいまちぐさ ⼀般審査員J 15 15 13 12 14 69 わかりにくい物語だったが、なんとなく怖い気がしました。
合計 153 156 154 153 166 782

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

415 肆拾玖 ⼀般審査員A 16 20 19 18 16 89 かっこいい！ シンプルにかっこいい！ 恐怖こそないが、巧みなストー
リーテリングに拍⼿を送りたい。とにかく切り⼝が素晴らしい。⽋点がな
いわけではない。ストーリー⾃体はそれほどひねりはなく、意外性は特に
ない。とはいえ、そのことが逆に物語のまっすぐさとわかりやすさにつな
がっているのである。それよりも気になったのは、話が上⼿いが故に、怖
さが若⼲犠牲になりすぎたことである。時代物で怖さを演出するのは⾮常
に難しいのだが、そこをなんとか。また、機会があれば、書いてみてほし
い。シリーズものにしても⾯⽩そうだ。

415 肆拾玖 ⼀般審査員B 13 12 13 10 14 62 江⼾時代の話のせいか登場⼈物のセリフが所々に違和感を感じました。
違っていたら、申し訳ありませんがなんかAIが作った様な話に思えて変な感
じでした。

415 肆拾玖 ⼀般審査員C 16 16 17 16 14 79 ⾮常によく仕上がっているお話でした。⾯の数える数字と数字が増える速
さの関係性は読んでいてなるほど！思わされました。⼀⽅で、内容が深く緻
密すぎて「聞く」というよりは「読む」怪談になっているのかなと思いま
した。これは完全に私の好みですが、もう少し簡単なお話も聞いてみたい
と思いました。

415 肆拾玖 ⼀般審査員D 15 12 17 17 14 75 投稿怪談とは何か、悩みながら読んでいました。タイトルが読めない、時
代設定が江⼾時代。これまでにはなかった作⾵なので新しいといえば新し
いのでそちらは点数を⾼めにしました。かなり攻めた作品であり、好みが
分かれる内容だと思います。タイトルから「⽂字」への拘りが感じられるた
め、読み物として楽しむことをメインに描かれているのかと思いますが、
個⼈的に怖さを感じる余裕がありませんでした。刺さる⼈には刺さる内容
だと思います。

415 肆拾玖 ⼀般審査員E 17 18 19 17 18 89 お家騒動の呪詛は平安時代なら陰陽師が役割をこなしていただろうが、太
平の世の江⼾時代では京と違い、それ相応の者が祓い⼈として活躍する必
殺仕掛⼈のような印象だ。祓い⼈の話に幸と⽔精の因縁が盛り込まれてい
て⼀気に読んでしまった。⽔精の表の仕事が、かんざし職⼈とわかったと
ころで、必殺仕事⼈の秀を思い出し笑ってしまった。おくみちゃんとつばめ
ちゃんが⽉⽇の流れを感じさせていて、ほほ笑ましかった。実在の⼈物を組
み込んでいるところが本当の話なの？と感じてしまう。いつの世も邪魔な
世継ぎは亡き者にしてしまうのでしょうから本当にあったのかも。時代⼩
説のようなそんな印象を持った、⻩⾨さまは喜んでいるかも。⾯⽩い読み
物となってしまっているようで、もったいない！せっかく因縁を盛り込んだ
のだから、もう少し加えてもいいと思った。それとも次回作があるので
しょうか？

415 肆拾玖 ⼀般審査員F 18 18 18 19 18 91 必殺仕事⼈の祓い⼈バージョン、といった感じで⾯⽩く読ませていただきま
した。時代物は割と好きな⽅ですが、話を書けと⾔われると、書ける程の
豊富な知識も技量もないので、こういうお話が書ける⼈が素直に凄いと思い
ます。祓い⼈として呪いを祓うようになった⽔精さんの⽣⽴ち、今対峙して
いる強⼒で悪質な呪いを扱う謎の⼥、お幸と⽔精さんとの因果。そしてお
幸との攻防。⾃分の命をかけてでも呪いを祓う、というのは覚悟がないと
出来ないだろう。⽔精さんは⼤切な家族を奪われ、どん底を味わい、ある
意味、いつ死んでもいいや、的な⼼境だったからこそ、お幸の呪いを弾けた
のでしょうね。⼈の死に対する恐怖を増幅させるようなカウント、狂いな
がら死に追いやるような呪い、いやあ、怖いですね。⽔精さんが無事に仇
を討てる事を願います。

415 肆拾玖 ⼀般審査員G 5 10 17 20 7 59 時代劇調のお話で、ストーリーは⾯⽩かったです。ただ、このコンテストで
次回へ続くという終わり⽅にしてしまうのは違和感を感じてしまいます。あ
えてこの終わり⽅をされたと思うのですが、私個⼈としてはその終わり⽅
がマイナスに働いてしまいました。はっきりした終わり⽅じゃないほうが
⾯⽩くなるお話ももちろんありますが、それと次回に続くという形の終わ
り⽅は違います。呪いとは、祓いとは、という部分はさらっとしていて、⼈
間ドラマの⽅が強く出ていると思うのですが、むしろ呪いや祓いについて
の深掘りがあった⽅が良かったなと思います。時代背景を説明しなくてはな
らず、また登場⼈物にも無理なく動いてもらわないといけないので、現代物
より時代物のほうが難易度⾼くなってしまうので、そこについては本当によ
くまとめられていると思いました。それだけに、終わり⽅や呪い・祓いの
あっさり感が勿体ない…と強く思いました。

415 肆拾玖 ⼀般審査員H 19 19 19 17 18 92 かなり読み応えのある作品でした！いやー⾯⽩かった。怖さ、お幸という
⼥の不気味さ、執拗さ、祓いを専⾨にしている者でも祓えない厄介さ。肆
拾玖（しじゅうく）という呪いの本質とは？など⼿に汗握る展開。怖かっ
たです。鋭さ、時代物としての世界観を確⽴しつつ、堅苦しくならずむしろ
軽快ですらあるのに⽔精にとって⼤切な⼈達が犠牲になっていく容赦の無
さ。胸が抉られる思いがしました。新しさ、先ず時代物にした点、祓い⼈
達の存在が違和感なく物語に活きてます。また、⼈に呪いを「娯楽として」
かけ続けるお幸。そもそも⽣きている存在ですら無かった点です。ユーモア
さ、⽔精と姫さんの絆を感じさせるやり取りと、お幸によって無惨に殺さ
れる悲劇の落差ですかね。⼈の世の、可笑しみ、楽しさ、悲しみ、怒り、
怨み、全てが凝縮されています。それだけに⾯⽩い。意外さ、結局倒せな
かったお幸。更に何⼗年と時を経て琉球まで赴き皆の仇を取ると決意す
る、⽔精。そもそもお幸は何故わざわざ遥か遠く琉球から江⼾までやって
来たのか？謎は残りつつですが、主⼈公の願いがどうか叶いますように。

415 肆拾玖 ⼀般審査員I 10 12 11 10 10 53 時代物が苦⼿で読むのが苦痛でした。怖いかといわれると怖くわなかった
し、途中で飽きてしまいました。ただただ⻑いだけのお話でした。申し訳
ないですが、私には合わないお話でした。すみません。

415 肆拾玖 ⼀般審査員J 15 14 15 15 15 74 ⾮常に興味深く⾯⽩かった。
呪いを祓うことが職業の時代劇を映像として⾒てみたいと思った

合計 144 151 165 159 144 763

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

422 祀られたもの ⼀般審査員B 18 19 18 17 16 88 社⻑、そんな悪い⼈には思えないなあ。代償は⽀払ってるわけやしｗ。ま
あ、いい⼈でもないけどｗ。いつか「お⾦もらえるんなら全然やります
よ！」とかいう図太すぎる若者が登場したりしたら⾯⽩い。⾃分⾃⾝お仕
事モノ怪談（仕事にまつわる怪談）が好きというのもありますが、とにか
く⾯⽩い話でした。結構バランスがとれていて、切り⼝も鋭いし、いい怪談
なんじゃないでしょうか。それはそうと、悪臭を芳⾹剤とかでごまかすと
余計変な感じになるあの感覚が的確に表現されていて、妙に共感してしまっ
た。

422 祀られたもの ⼀般審査員B 12 11 13 12 12 60 年１で⾎を欲する⾁塊ですが祀るのはいいんですが社⻑室の裏で匂いが漏
れる場所に置くのはどうかと思い出した。お⾦はあるみたいなんで完全密
封の部屋にするとかやりようはあったと思います。あと、⾎液でいいなら社
⻑の⾎を採⾎して溜めておいたのでもいい気がしました。話⾃体はどこか
聞いたことのある話の詰め合わせでした。

422 祀られたもの ⼀般審査員C 16 16 16 16 16 80 祀られていた⾁塊が神様なのか邪神なのか分からないが、⾎の対価として
繁栄をもたらすあたり、どういった存在なのか気になりました。元々あっ
た祠を壊さなければ、繁栄を与えるだけの存在だったのが、祠を壊したこ
とで対価に⾎を要求する存在に代わってしまったのかな？と考えながら読
んでいました。

422 祀られたもの ⼀般審査員D 19 18 18 18 17 90 ⼭に棲んでいる「何か」に魅⼊られてしまう話はありますが、この⽣贄の
ようなシステムは恐ろしすぎます。毎年⼀⼈新⼈が⾶ぶ、というのも⽣贄に
されているのかと思いきや想像を超えた結末に驚きました。本当に恐ろし
い。何の罪もない⼈に、とんでもないトラウマを残してでも事業を続ける
号の深さも恐ろしい。怪異はもちろん、⼈の底知れぬ怖さも存分に描かれ
ていてとてもいい作品でした。

422 祀られたもの ⼀般審査員E 16 16 16 16 16 80 脳天気な軽い若者の話かと思ったら、脳天気なのは経営者たちだった。こ
の会社には何かあると他の従業員も薄々気づいているのだろうけれども、
そこには触れない、⼀般の企業と同じだ。もともと⼀族の持ち物だという
⼭は年に⼀回⾎を欲しがっていたのだろうか、祠で祀っていた時はおとな
しくしていたのか、そこの因縁はわかりづらい。何かの⾒返りに⼀族を反
映させるというのはよくあるが、だいたいは代償が⼤きい。読んでいるう
ちに⾎が腐った匂いがしてきそう、この流れだと新しい怪異が⽣まれるよ
うな気がする。それにしても500万円は安かったな。

422 祀られたもの ⼀般審査員F 17 15 16 16 17 81 新興宗教しかり、⼟着信仰しかり、変わった神様的なものを祀る話は聞く
事があるけれど、それを会社でやっている、という所に意外さというか珍
しさを感じるお話でした。強烈な臭いニオイを発する⽯らしきものを祀る
建設会社。そこに就職した川崎と篠⽥。川崎が感じた臭いニオイを篠⽥は
感じなかった。篠⽥は社⻑に気に⼊られ、後に⼤きなトラウマとなる事態
に巻き込まれていく。その会社で祀る御神体のようなものは、そもそもは
社⻑達の祖⽗が祀っていたものだが、祖⽗はどのように祀っていたのだろ
う。社⻑の⾎を欲している事から祖⽗も⾃分の⾎を与えていた？それと
も、祖⽗の時はそんな必要はなかった？親族の反対を押しきり、⼭を開発
した社⻑は祠を壊してしまった。だからなのか、祀られていたものは社⻑
の⾎を欲し、社⻑はその⼟地から離れる事も出来なくなってしまった。こ
れはある種の契約なんでしょうね。いや、恐ろしい。毎年新⼊社員からトラ
ウマを植え付ける⼈材を作り出す社⻑と専務も怖いけれど。川崎と篠⽥、
⼆⼈にはお互いの存在がいて良かったですね。⽂⾯で、所々、消し忘れなの
か、不要な接続詞があるので、投稿前に⾒直しされるともっと全体的な評価
も⾼くなると思いますよ。

422 祀られたもの ⼀般審査員G 17 18 16 18 18 87 篠⽥君が無事で良かった…というのが率直な感想です。もっと嫌な思いをさ
せることも出来たし、もっとグロテスクに出来たと思いますが、それが⾏
き過ぎるとただのスプラッターになってしまって興が冷めるのが怪談の難
しいところだと考えているので、その点でいうとこちらのお話はバランスが
とてもいいなと思いました。導⼊から嫌な予感はビンビンするし、不穏な
空気はずっとあるからこそ、読み⼿は「こんな展開かな？」と予想しながら
読みます。そこを如何に無理なく裏切ってくれるかというのがお話を⾯⽩く
させる要素かなと思います。その点でも優れていたと思います。しかし魂と
か⼈⼀⼈分の⾎とかじゃなく、年⼀に死ぬとまでいかない⾎液を徴収する
だけでこんなに繁栄させてくれる存在はある意味コスパ良いのかも？と思
いました。

422 祀られたもの ⼀般審査員H 14 13 15 10 13 65 好き嫌いが明確に分かれそうな話しでした。ちょっと苦⼿です。怖さ、確か
にあるんです。特に巨⼤な⾁の塊が現れ⾎を飲み⼲すシーンなんかは。た
だ、怖さと⾔っても怪談と⾔うよりホラーゲームの様な印象。怪奇宴と考え
ると少しズレている気がします。鋭さ、終始嫌〜な空気の中物語が進⾏しま
すが、やや描写が⼤袈裟かと。と⾔うより、情報過多なのかな？その分鋭
さには⽋けます。新しさ、神様もどきを祀る動機が以外なものだったのと、
主⼈公も篠⽥も最後は何とか無事に逃げられた点です。これ普通は篠⽥犠牲
になるパターンですが。ただ、犠牲は⽀払わされましたが。ユーモアさ、こ
こはほぼ感じ取れませんでした。⾁の塊に⾎を捧げる儀式？の辺りの描写
がえげつなくて、、これはちょっと。笑える所、ユーモアを感じる所が無
かったです。意外さ、祀ってあるものが全く得体が知れないモノだった点、
社⻑達も⽇々怯えながらも逃れられない事実、薄々分かっていながら⾒て
みぬ振りで働き続ける社員達。いや、逃げたくなんないの？とりあえず最悪
の結末だけは避けられたので、それで⼿打ちですかね。

422 祀られたもの ⼀般審査員I 13 12 12 10 11 58 ⾯⽩かったぁ。においに気づくのが敏感で頭がいいのかはわからないが、
部屋の掃除をさせていたのはなんのためだったのだろう？？部屋の掃除を
させなくても、呼び出すことはできただろうに。この会社は、この儀式が
ずっと続いていくのだろうが、社⻑も５０代ということで、社⻑が亡くなっ
たらあの⾁塊はどうなるのだろう？そのことを思うとぞっとします。

422 祀られたもの ⼀般審査員J 14 13 15 16 16 74 祀っているわけのわからないものというのが、⾮常に興味深かった。
社⻑の⾎を捧げているというのが、割と意外だったところが、良かった。
どこかで、しっぺ返しが来るのかもしれないが、最後は、どうなるのかが、
⾮常に気になった。

合計 156 151 155 149 152 763

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員A 17 15 16 17 16 81 正直、惜しい、残念。前半は怖かったのだが、後半、申し訳ないのだけれ
ども、あまり怖くなかった。ちょっとユーモアが強くなりすぎたような気が
する。前半のおどろおどろしい雰囲気とは真逆に、「異世界」とかのワー
ドを少しチープに感じてしまった。前半の描写については秀逸で、「まじで
こんなところはやく出たいわ」とこちらが思うほど、おどろおどろしいも
のがあった。しかし、後半になるにつれて、逆に好奇⼼の⽅が勝ってしま
い、どっちかというと⾯⽩展開になってしまったように感じる。ひねった
結果なのか、もしくは実話なのかもしれないのだが、ここは王道の展開が
⾒たかった。とはいえ、これは審査員の中でも意⾒が分かれると思う。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員B 13 12 13 10 12 60 廃村で⼈型に⾒える何かが謎の儀式を⾏なっていたという話でしたが廃村
になる前の村⼈が儀式をしていて、村⼈がいなくなってからも夜な夜な得体
の知れない⼈型がうろつくみたいな設定にした⽅がいい気がしました。変
な⼈形が儀式をしていたら儀式で呼び出された奴じゃないんかってなりま
す。そして、村の出⼝にわざわざデカいマネキンみたいな物を誰が置いたの
かが引っかかりました。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員C 20 18 16 16 18 88 異形のモノに追いかけられるという臨場感や焦燥感の表現が素晴らしく、
怖さの項⽬を満点にしました。⽂章全体の構成も良くできていて読みやす
かったです。ハンガーに掛かった服の正体は元住⼈？と考察しながら楽しみ
ながら読ませて頂きました。最後まで、詳細の種明かしは無かったかと思い
ますが、これはこれでミステリアスな感じになっていて個⼈的には好きで
した。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員D 14 12 14 15 12 67 廃れた集落に存在するナニかに呼び寄せられる系の話はよくあるものの、
この話の場合以前住んでいた⼈々の何らかの意思が残っているような印象
でした。そもそも村の因習なのか、⼊り込んだ何者かが仕込んだものなの
かもしれませんが。遺⾔執⾏を業としているのであれば、どのくらい時間
がかかるものか想定できるはずなのに1泊するか、引き上げるか迷った挙
句、勝⼿に泊まるなどこの⽅の動きに違和感を感じてしまいました。ま
た、感情描写に⽐べて情景描写が多く本当に恐怖を感じているのか疑問で
す。不気味なはずなのに、個⼈的にあまり怖さを感じられませんできた。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員E 17 17 16 17 16 83 場⾯ごとの様⼦が細かく描かれて、朽ち果てていた建物の中も逃げ惑う⼼情
など⾃⾝の呼吸の響きで表現されていて気持ちが伝わる。つい、どうして
家で寝るかなあと思いながら読み進めていたが、なかなかエンジンがかか
らないという⾞に向かうための伏線かな？とクスッとしてしまった。数カ
⽉前に亡くなっていたはずのヤマシタさんが、崩れ落ちてしまっていた家
で住んでいた様⼦も気になった。何かの儀式らしい魔法陣のようなものが
何かを召喚するためのものだとして、家の2階の部屋に施されていた似たよ
うな円陣は、もしかしてヤマシタさんを異界へ送るためのものかと思えて
不思議が深まった感じでした。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員F 17 16 16 15 17 81 サスペンスホラーテイストのお話でした。廃村となったはずの無⼈の村に
起こる怪異―。何かよくわからない儀式めいた痕跡と静寂の中に現れる⼈
型。いくら遺⾔執⾏者としての責務があるとはいえ、そんな不気味な場所
で⼀夜を過ごすなんて、そんな勇気は私には無い。その後、寝ていたはずの
⼀階の客間からなぜか⼆階の部屋に移動していたり、明らかに⼈ではない
不気味な⼈型に追いかけられたりする場⾯は怖かったです。正体不明の不気
味な存在に追いかけられるというシチュエーションには並々ならぬ怖さがあ
りますね。結局、その村はやはり廃村で、訪れたヤマシタ家も既に崩れてい
て中に⼊ることすら出来なかった、というのはよくあるパターンではあり
ますが、怖さは増しますね。その村では今も怪しげな⼈型による集会が⾏
われているのでしょうか。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員G 17 18 16 17 17 85 薄⾚い世界に化け物の集落というと、SIREN2のような世界感をイメージし
ました。だんだんおかしくなっていく雰囲気、不気味な出会い、そこから
の脱出ととてもテンポよく綺麗にまとめられてます。⾒たことない宗教的な
儀式や、呪物的な像もかなり想像しやすく表現されているので、お話もすん
なりと⼊ってきました。特別な舞台装置があると、その説明をすることが
邪魔してしまってお話が遠のいてしまいがちですが、こちらはそんなこと
がなくお話が進んでいくので、素直に「すごい」と感じました。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員H 18 18 18 14 17 85 ずーっと冷や冷やしながら読み進めました。気持ち悪い話でしたね。怖さ、
⼭中の廃村に赴く道中から⽬当ての家に到着するまでで、既に嫌〜な予感。
不気味な雰囲気。そして中で⾒つけた異様はモノ。そして夜になると、、、と
始めから終わりまで怖さが良く出ていました。鋭さ、主⼈公がジリジリと
追い込まれて⾏く様、異形の者達が決して⾔葉は発しない点、などで強く
感じました。新しさ、ハンガーにカツラを被せて、の所で「禁后」を連想し
ましたが、夜になるとソレが不気味に動き出す、外には同じ様な姿形の仲
間？がいる。結局、誰が何の為に⽣み出した者かは判然としませんが、
却ってそこが良かったです。あくまでも主⼈公の推測の域を出ない点が。
ユーモアさ、怖さ、不気味さが際⽴っている分、薄い印象でした。ただ異形
の集団が⾞に乗って逃げる主⼈公を必死に追いかける様⼦は、ちょっと滑
稽でした。元が⼈が作り上げてるものだからでしょうか？意外さ、主⼈公が
遭遇したモノ達が「ハンガーを使った⼈型」だと主⼈公は述べていまし
た。ただ、果たして、異世界の存在を召喚するための儀式だった、かどうか
の真偽は分かりません。何らかの呪詛の可能性も。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員I 11 12 10 10 12 55 異世界にいっていたのですかね？⼊れないはずの建物にはれたり、そこで体
験したものや、儀式。こちらに戻ってこれてよかったなと。なにかは何だっ
たんでしょうね。異世界はきっとちょっとのきっかけで⾏ってしまうのだ
から怖いなと。戻ってこれてない⼈もいるだろうし。

402 ⾒てはならぬもの ⼀般審査員J 16 16 16 12 12 72 読者にとって、⾮常に難しい物語だった。しかしながら、⼈ならざるものが
はびこっている村での恐ろしい体験だったと思う。結局、何だったのかだ
けがわからないのが怖いと思う。

合計 160 154 151 143 149 757

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

アリアの流星群

アリアの流星群

アリアの流星群

アリアの流星群

アリアの流星群

アリアの流星群

アリアの流星群

アリアの流星群

アリアの流星群

アリアの流星群

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

⼩⽇向まこと

半分王

半分王

半分王

半分王

半分王

半分王

半分王

半分王

半分王

半分王

速⽔静⾹

速⽔静⾹

速⽔静⾹

速⽔静⾹

速⽔静⾹

速⽔静⾹

速⽔静⾹

速⽔静⾹

速⽔静⾹

速⽔静⾹



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員A 15 17 17 18 14 81 切り⼝は⾯⽩いのだが、こちらを引っ張っていく⼒が少し弱い感じがす
る。短いからとかそういうことではなくて、そこまでトラウマになるような
感じを受けなかったからかもしれない。「また、同じ展開かよｗ」と少し
ユーモアすら感じてしまった。謎の⼥の⼦の⾏動もワンパターンなので、
ちょっと⾯⽩さも感じる。とはいえ、冷静になって考えてみると、少し怖
い怪談なのかもしれない。会いたくないのに会ってしまうところとか。
んー、でもやっぱそんな怖くないわ。

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員B 12 12 14 10 12 60 ⼦供の頃はいろんな⼦がいて本当に気持ちが悪い⼦も何⼈かいて、そのとき
の記憶がよみがえってきました。⼦供なんで⼤好きな親の⾔った⾔葉は絶
対な部分があって、そんな⺟親の何気ない「可愛い物を⾷べると可愛くなれ
る」という⾔葉を間に受けて信じてしまった⼦の話でしたが実話のような
話で変な怖さがありました。

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員C 16 20 18 20 18 92 怪談を読んでいて初めて笑ってしまった作品でした。妹と⾒間違えたこと
への対応⽅法や、お菓⼦の「最終検討」や「最終調整」といった表現が可愛
らしくユーモラスな作品だと思いました。しかし、それでいて怖さの要素も
しっかりあって、損なうことがないバランスの取れた作品でした。果たし
て、その⼥の⼦は本当に⼈間だったのか…

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員D 18 19 18 19 17 91 ⻑編の中ではやや短めのお話でしたがめちゃめちゃ怖かったです。絵本のよ
うな⼦どもの⽬線で進んでいくのもとても良かったです。この少⼥の正体
も、何故そんなことを繰り返すのかも謎。いくら後ろ姿が似ているとはい
え、そんなに何回も妹と⾒間違うかというのも謎。そうなると、この主⼈
公はこの少⼥に初めから⽬を付けられてしまっていたのではないかという
恐怖も感じられました。

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員E 16 16 16 17 16 81 ツインテールの⼥の⼦はお⺟さんの⾔葉を信じている純真な⼦どもなだけ
なんだろうなと思って読んでいた。それよりも妹と間違えて何度も声を掛
けてしまい、揚げ句の果てに妹に話しかけるのがトラウマになるというお
粗末さが笑える。⼦どもの頃の姉妹同⼠の競争⼼や今更後に引けない⼩さ
なプライドが引き起こした出会いに興味が湧いた。気になったのは、妹に
似ているそれだけなのだろうか？あまりにも出会いすぎると思った。本当に
妹なのでは、姉に負けたくないという想いが作り出した妹の分⾝だったり
して、姉妹なのだから同じようにプライドは妹にもある。そう読めてしまっ
た。

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員F 16 16 18 17 17 84 ちょっとこれまでに読んだり聞いたりした事のないタイプのお話で、オリジ
ナリティを感じました。お話⾃体も分かりやすく、⼦供の頃のお菓⼦選び、
というよくある光景もリアルにイメージ出来ました。⾃分も妹がいるので、
お姉さんという⽴場の感情の機微みたいなものがよく理解出来ました。あ
る⽇、妹だと思って話しかけた相⼿が他⼈の空似というのか、後ろ姿が妹
そっくりな⼥の⼦だった。ただ、それは⼀度ぐらいならまあ、ある事かと
思えるけれど、何度か同じようなシチュエーションで間違えて声をかける、
というのは偶然ではなく、そう仕向けられているように思える。その⼥の
⼦は、可愛いものを⾷べると可愛くなれる、と信じているようだけれど、
髪⽌めや指輪なんかも美味しいと⾔って⾷べてしまうのは怖いし、カラカ
ラゴリゴリと⾳を⽴て、最後には飲み込んでしまうのは常⼈とは思えない。
幽霊の⽅がまだ救いがあるけれど、⽣きている⼈間だとしたら余計に怖い
気がする。そんな過去のトラウマがあれば、そりゃ、「可愛いね」と⾔わ
れる事に抵抗を感じるだろう。

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員G 10 10 13 14 15 62 常識が通じない恐怖ですね。怪異ではない分、余計に⾝近なものと感じて
しまってゾクッとするような。この⼦は元から壊れてたのか、環境がそう
させてしまったのか、おかしな⼥の⼦の背景を考えると少し切ない気持ち
になります。⽇常の怖さ、というお話なので、⽂体が穏やかで⼼情の描写も
細かく、場⾯の想像がしやすかったです。もう⼀つまみほどゾッとする要素
が欲しかったかなと思います。この⼦のお⺟さんも何⾷べさせてるのよ、と
思いますが、もしかしたらこの⼦だけが異⾷癖を持っているのかもしれな
いので、お⺟さんもぜひ⾒てみたいですね。それでお⺟さんも狂ってたら納
得の親⼦です。

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員H 14 14 15 12 14 69 怖気がくる感じ。気持ち悪いですねー。怖さ、怪奇ではあるんですが怖い
というより訳のわからない不気味さ、という印象です。⼥の⼦の⾔動が不可
解過ぎて、逆に怖さではなく⼾惑いが先⾏している様に感じました。鋭さ、
主⼈公である「私」の妹への⽇頃の感情や、謎の⼥の⼦と遭遇した時の⼼情
の描写が少し情報量多めです。その分鋭さは鈍っていると感じました。新し
さ、可愛いモノを⼝に⼊れる⼥の⼦。果たして⼈間なのかどうか？最後の⼀
⾔はやはり、私、をも⾷らおうとしていたのか？謎が深まるばかりでした。
ユーモアさ、ここはツインテールの⼥の⼦の存在、⾏動をどう受け取るかに
よると思います。不気味さ、得体の知れなさの中にある種の諧謔を感じるか
どうか。私はすみませんが、あまり感じ取れなかったのでこの評価として
います。意外さ、⼥の⼦が話の中盤で別の何かとして正体を現す、という展
開では無くあくまでも「⼈の形をして」主⼈公の前で奇⾏を繰り返す点、
そもそも妹と何故何度も間違えたのか？、もしかすると、主⼈公である
「私」が作り出した存在なのでは？等々推察が尽きない点です。

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員I 15 12 13 12 11 63 可愛いものを⾷べたら可愛くなれるなんて⼦に⾔う親って。。。最初は誰にも
めない⼥の⼦なのかと思っていたのですが、妹にも⾒えていたのでそうで
はないのかと。。。⼝に⼊れるばかりか飲み込んでしまう。。。よく詰まらせ
ないなと、すごく危険で物理的に怖かった。親の⾔うことを信じちゃって
る⼦供、怖いないろんな意味で。読みやすくて⼀気に読んでしまった。

411 可愛いね 怖がりババア ⼀般審査員J 15 15 12 15 17 74 最初は、異常⾏動の⼥の⼦なのかなとおもっていたが、最後に⼈ならざる
ものに付きまとわれていたのかもしれないと気がついたときにとても怖っ
た。
もし、⼈だった場合、主⼈公が残ったときにどうなっていたのかと想像し
たときもめちゃくちゃ怖いと思った。

合計 147 151 154 154 151 757

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

406 遺恨の標的 ⼀般審査員A 18 18 16 14 15 81 マジで関わっちゃいけないやつっています。この怪談ほどじゃないにして
も、現実に存在します。関わっちゃだめです。戦うなんてもっての他です。
今すぐ逃げましょう。理不尽なことをされたら、やり返したりしたくなる
気持ちもわかりますが、何も⾔わずにすぐに離れてください（程度によっ
てはやり返さざるをえないこともあるでしょうが）。絶対に、絶対に、相⼿
には罰が当たります。以上、霊能者の知り合いがいない場合の対処法でし
た。話としては王道で、⾯⽩い。プラスアルファの要素があるともっといい
と思う。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員B 14 13 12 12 12 63 学⽣時代から⼤⼈になるまでの⻑い時間、続いていくドラマの様な怪談で
した。近所に呪詛を使ってくる⼈間がいるのは流⽯に稀だと思いますが有
り得ない話でもないので考えるとなお怖いですね。最終的に⺟親が取り込
まれていたのがわかりましたが⼀体いつからだったのかと思ったんですが
初めからの様な気がしました。⾝内があんな⾵に取り込まれた時の対処法
が知りたくなりました。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員C 18 20 18 16 20 92 ヒトコワ、呪い、霊感と⾊々な要素が含まれていて、どの要素のレベルも⾼
い作品でした。帰国後にまだ奈⼦の呪詛は終わっていなかったと分かる最
後の展開で⼀気にこの作品に引き込まれました。終わり⽅がやや怪談っぽ
くないのかな？と思う反⾯、この話はここで終わった⽅が良いと思わされ
る作品でした。個⼈的には映像化されたら良いなーと思いました。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員D 17 16 10 12 13 68 呪いはいつも理不尽で気分がいいものではありません。そして、少しでも気
に⼊らないと理不尽に怒りだす⼈いたな、と⾃分⾃⾝の苦々しい記憶も蘇
りました。何度も都合よく呪いをかけられるのもある種特殊能⼒だと思い
ますが、呪いを剥がすことはできても返すことができなかったのは何故
か。能⼒がある幼馴染、呪いを解いてくれるおばあちゃん…どこかで読ん
だことがある設定の寄せ集めにように感じてしまい、新しさなど低めにつ
けさせていただきました。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員E 18 17 16 15 16 82 ⼈の執着は⽌めることが出来ないから、ターゲットにされたら不運だとあ
きらめるしかないのだなあと思った。幸い惟⽉という専属の霊能⼒者に救
われているが、実際⾃分の近くに呪詛⼀家が住んでいたらと思うと怖いだ
ろう、そして⾃分がターゲットになっていることも。怖さは、いつどこで
恨みを買ってしまうかわからない奈⼦⼀家の呪詛もそうだが、防ぎようが
ない恐怖と終わりがない恐怖が続くことだと思う。⺟⽅の曾祖⽗⺟は助け
てくれるのに、もともと折り合いの悪い⺟親は⼒にはなってくれない、こ
の⺟親にも何かがあるのかもしれないと思えてきた。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員F 17 17 16 16 17 83 些細な事で友⼈と喧嘩したり腹を⽴てる事はよくある話だけれど、⾃分の
思い通りにならないからといって簡単に呪いをかけるなんて怖い。それが
両親が⼦供に教えてそんな⾵に育ててしまっている、というのが余計怖
い。ただ、〝私〟には惟⽉という霊感の強い幼馴染みがいてくれて本当に
良かった。引っ越して家は離れてしまったかもしれないけれど、同じ学校
にいてくれて、いざという時には⼿を差し伸べてくれる⼼強い味⽅。⼀番意
外で怖いと思うのは、⼤⼈になってもその恨みを持ち続け、昔から好きだっ
たクラスメイトの男の⼦を不思議な⼒で⼿に⼊れても尚、〝私〟へ執拗に
呪いをぶつけてくる奈⼦という存在なのかもしれない。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員G 5 5 5 5 5 25 ちょっと終わり⽅が乱暴すぎるかなと思ってしまいました。終わり⽅に余
⽩を持たせるにしても⾔葉が⾜りなすぎると感じます。また、お話の設定や
説明を登場⼈物が物語の流れをせき⽌めるように、⼀気に話してしまうこ
とに違和感を感じました。これは本当に残念なのですが、途中おそらく修
正ミスなのか、物語に登場していない⼈名が⼊っていることが個⼈的には
⼤きくマイナスに働いてしまいました。物語も、異常な隣⼈・歪な⺟⼦関
係・霊感のある友⼈という分かりやすいポイントがあるのですが、どれも
少し中途半端に思えるので、どれか⼀つに絞って物語を深くする⽅が読みや
すく、またお話も散らからないかもしれません。ちゃんとお話を書いて
らっしゃるので、⼀つのポイントに絞ったお話を読んでみたいと思いまし
た。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員H 18 18 17 10 18 81 もの凄ーく嫌な気持ちが残りました。最悪。怖さ、奈⼦と異常すぎる執着
と恨みの念です。しかも、家族総出で。およそお⾨違いなことばかりで、理
不尽極まりない。主⼈公はとんだ災難で気の毒で仕⽅ありません。鋭さ、
あらゆる⼿段で主⼈公に嫌がらせをする奈⼦の⾔動がエゲツなく、なかな
かに容赦ない鋭さです。新しさ、呪いをかけている奈⼦及びその家族はその
道の特段プロという訳でもないのに、念の強さだけで⻑い年⽉周囲を呪っ
て来た。特殊な道具を使う訳でもなく、写真などよくあるモノを使って。そ
の点が不思議でした。また、謎のままなのも良いですね。ユーモアさ、全体
的にエグすぎて正直ユーモアさはほぼ感じられず、でした。主⼈公が学校⽣
活で友⼈達と楽しく過ごしている部分の描写があっても良かったかもしれ
ません。意外さ、⼀件落着か？と⾒せかけてからの終盤の畳み掛ける展開。
「私」の⺟親はいつから...取り込まれていたんですかね？最後でゾッとさせ
られました。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員I 12 13 12 11 12 60 お⺟さんはいつから？？⾃分の⾒⽅をしてくれないのは昔からだったので
奈⼦に会ったときに娘さんを悪く⾔ってるとこまではきっと普通の⺟だっ
たんですよね？⼤⽯君も呪いで結婚させられたのだろうけど、そんな⾃由に
呪えるって才能だなって思ってしまいました。そしてとっさな時も、振り
向いちゃいけないことを忘れなかったのは素晴らしいし、いつきさんの霊
感も素晴らしい。とても⾯⽩いお話でした。

406 遺恨の標的 ⼀般審査員J 15 15 14 15 18 77 最後の終わり⽅が⾮常に怖かった。また、⽇常的に呪をやっている家庭と
いうことと寛容さを持っていない家族の怖さがとても良くわかった。
何を持って、主⼈公を⽬の敵にしているのかよくわからないが、憤りを持っ
ている⼈間は、ロジックは通⽤しないということがよくわかった。

合計 152 152 136 126 146 712

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

414 おいで ⼀般審査員A 16 16 16 17 15 80 お⺟さんのキャラがいいと思った。とはいえ、お⺟さんの⾔いつけを守っ
てればいいわけだから、そんなに恐怖は感じなかった。要は、気持ちよ！
 気持ちで負けなきゃいいんだよ！ ここ好き。結構豪快なお⺟さんで私
は結構好き。逆にお⺟さんのキャラ以外で、この怪談の⾯⽩さは特にない。
恐怖のどん底に落ちていくような、めまいがしてくるような、怖さはな
かった。ユーモアはもういいから、もうやめてくれー！って叫びたくなるよ
うな怪談が読みたい。

おいで ⼀般審査員B 13 11 12 10 11 57 お年寄りが亡くなった時に寂しすぎて⼦供を連れて⾏こうとする話は何回
か聞いたことがあります。そんな時はだいたい⾃分の孫じゃなく他⼈の⼦を
連れて⾏こうとするみたいなんでずいぶん⾃分勝⼿な⾏動だと思います。そ
れと気になったのが⺟親の喋り⽅が尋常じゃない感じだったので違和感を
感じたまま読みました。

おいで ⼀般審査員C 16 16 15 16 15 78 主⼈公はおばあさんとおじいさんの霊を拒絶することができるのか気にな
るラストでしたね。途中までのお⺟さんの発⾔が意味深で最後に伏線回収
されるのかな？と思い読んでいたので続きがとても気になります。

おいで ⼀般審査員D 16 17 16 17 17 83 かなり勢いがある話でした。敢えてなのか、改⾏や段落をほぼ使わずに⼀
場⾯ごとに流れが途切れることなく進んでいくのでこの話はこういう書き
⽅が合っていると思います。思春期の⺟親と距離を取りつつ、何かあった時
はまだ頼りにしてしまう幼さの塩梅がとても良かったです。ほんの少しの付
き合いしかなかった隣⼈に、なぜこんなに執着するのかがあまり伝わって
きませんでした。⾏き来していた幼いきょうだいを呼ぶ⽅があり得るよう
な…⺟も本当に⾃分の⼦ども助けたいならもっと必死なるのではないで
しょうか。少しずつ積み重なった違和感が最終的に怖さが減ってしまい、
勿体ないと感じました。

おいで ⼀般審査員E 16 16 16 16 16 80 あまり関わりのなかった者を「おいで」と⾔っているのは、たまたま家に
いたからだとすると残念なことに出会ってしまったといえる。引っ越しを
してきたのは普通の⽼夫婦だった、お隣さんは選べないから仕⽅がないけ
れど普通の夫婦に感じる。⺟親が関わりたくなかったというのが何なのだ
ろうか？それに反して⼦どもたちは隣家へ⾏きたがる。この時点て何かが起
こり始めていたのかもしれない。もう少し⺟親の感じたものや⽼夫婦の背
景も知りたいと思った。最後の「おいで・・・」は誰が発した⾔葉なのか
実は、妹たちはすでに連れられていて、残りは兄だけなのかもと思った。

おいで ⼀般審査員F 15 14 14 13 14 70 冒頭のシーンとラストの妹の「…おいで…こっちにおいで…」は繋がって
いるのでしょうか？だとしたら、⽬の前にいるはずのない者がいる、という
⽂⾯がうまく繋がらないように思えるのですが。結局、最後は隣のおじい
さん、おばあさんが妹に取り憑いて出てきたのか、それとも別の何者かが
妹に取り憑いたのでしょうか？所々改⾏がありますが、意図してされた改⾏
なんでしょうか？そして改⾏の所で！や？といった⽂字がありますが、⽂字
化けですかね？段落とは関係なく改⾏があると読みづらいです。お話の内容
としては、霊感のある〝僕〟と、同じくもっと強い霊感のある⺟との関係
的なエピソードですが、もう⼀捻りあると良かったかな、と思います。⺟に
守られなくても⾃分が強くならなければいつか霊にあの世に連れて⾏かれ
てしまうよ、っていう事なのでしょうね。私も気持ちが強くありたいです。

おいで ⼀般審査員G 5 12 17 10 10 54 お話の内容は良かったです。ただ、修正ミスなのか、読みに⾏く箇所が多々
あり、そこで⼤きくマイナスに感じてしまいました…。終わりももう少し
余韻の広がる終わり⽅が好ましいです。お⺟さんが「来ただけじゃなかった
の！？」と驚いてからの部分をもう少し畳み掛けるようなテンポで書きつ
つ、ラストを細かくじっとりとさせてみるとより強さが引き⽴つかもしれ
ません。例えば、最後に「おいで」と声をかける妹の様⼦について、きっと
いつもの妹とは違う様⼦であったはずなので、⽬つきや声⾊などを微細に表
現することでもっと深い印象が残ると思います。あとは⾮常に細かい点では
あるのですが「…」という表現を少し控えてみるのもいいかもしれませ
ん。間のある話し⽅を表現したいというのは分かるのですが、ちょっと多
いかなと個⼈的に気になりました。

おいで ⼀般審査員H 13 12 12 10 11 58 独特の世界観ですね。筆者の個性が良く出ています。怖さ、うーん、パンチ
に⽋けます。隣家のお爺さん、お婆さんの登場シーン、気配がしてから⽬の
前に現れるまでの恐怖をもっと⼊れても良かったと思いました。鋭さ、⺟
親との会話のシーン、主⼈公の⼼情がメインとなって物語が進んでいく為、
鋭さという点では弱いですね。新しさ、幼い時から霊感持ちの主⼈公が、
今までで最も恐ろしい体験をする。意外性という点ではやや低評価となり
ました。良くも悪くも定番な展開です。ユーモアさ、少なくとも私はほとん
ど感じませんでした。あくまで主⼈公は中学⽣の男の⼦ですが、⺟親が個
性的なので出番増やしても良かったかも。意外さ、家族が留守の時にまさ
に怪異が！という流れですが、前段階として⺟親の⾔葉でフラグ⽴ててし
まってるので、「ですよね。」としか。最後の妹の⼀⾔は吃驚でしたが。

おいで ⼀般審査員I 12 11 11 10 12 56 隣に引っ越してきたおじいさんとおばあさん。下の⼦たちは、⾃宅に遊び
に⾏き懐いていた。亡くなったあとに、なぜ関りを持たなかった⼦供を
狙ったのか？？最後の妹を考えたら、妹たちはすでに連れていかれて中⾝が
ちがっているのか？おじいさんは、おばあさんが連れて⾏ってしまたのか？
おばあさんはなぜそんなにいろんな⼈を連れて⾏こうとしているのか？なに
も解決しないのが怖い

おいで ⼀般審査員J 15 15 15 12 18 75 お近所のご夫妻とのこ゚縁を初めて怖いと思った。主⼈公は、なぜ、そんなこ
とを⾔われるようになっているのかということと連れて⾏かれかけていた
こともとても怖かった。
また、最後の妹の⾔葉は、ゾットさせられた。この⾔葉で妹がどうなって
いるのかということを読者に想像させることも⾮常に興味深かった。

合計 137 140 144 131 139 691
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